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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 農林水産業などに関わる地域体験活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 2人 選考対象 大学院学生を含まない

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2025/9/4(木)～9/7(日) 主な活動予定場所 花巻市大迫町内ぶどう園地

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 25,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

特になし

花巻市HP： https://www.city.hanamaki.iwate.jp/
まきまき花巻：http://makimaki-hanamaki.com/
株式会社エーデルワイン：https://edelwein.co.jp/

参加する

花巻市大迫町で、70年以上続いているぶどう栽培体験を通じ、生産者や地域住民との交流により、学生の視野
を広め、社会観の涵養を図る。

岩手県花巻市大迫町のキャチフレーズは「神楽とワインの里」である。その由来は古く、国の重要無形民俗文化
財に指定されている早池峰神楽から来ており、また、生食用・醸造用ぶどうの栽培が盛んな地域である。特に、
醸造用ぶどうについて、町内のワイナリー「株式会社エーデルワイン」の製造する日本ワインは、国内外のワイン
コンクールで高い評価を得ている。他にも町内には３つの個人で経営するワイナリーがあるが、ぶどう生産者は
高齢化が進む中、後継者不足、担い手不足に悩まされている。
　本プログラムでは、大迫のぶどう生産現場を体験していただき、実際に出荷や販売等を体験していただく。地域
住民との交流により、自身の故郷について見つめ直していただき、「栽培作業の効率化」、「魅力的なPR手法の
検討」,[ぶどうの町の活性化の為に取り組めること」などを事前テーマとして、活動後に課題解決に向けた提言を
レポートで提出していただく。
■活動内容
①地域のぶどう産業の現状を知る
　・ぶどう生産者、花巻市葡萄が丘農業研究所、ＪＡいわて花巻（生食用）、㈱エーデルワイン（醸造用ぶどう）
②ぶどう栽培作業を知る
　・ぶどう栽培及び収穫作業を行う
③大迫を知る
　・大迫町内個人ワイナリー巡り
  ・かんたはうすでの宿泊
④地域でのフィールドワーク
　・地域の住民との交流や課題解決に向けたレポートを提出

約50,000円

5,000円（1泊）

約27,000円

食事代　2,000円（1日）

A25

岩手県花巻市 Ohはさま！真夏のぶどう合宿 2025夏

岩手県花巻市　大迫総合支所　地域振興課

現地活動のみ

農業に興味がある方、地域活性化に興味がある方
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